
No,23

2008年 12月

カモメ。わくわく倶発部発行

カモメ・わくわく倶発部 2拍 3日で行く沖縄ツ7-

澄んだ海でダイビンタ、シュメニケル遊びtそして沖掲観光
去る9月 27日 (上)から9月 29日 (月)ま で、カモメ・わくわく倶楽部 『2泊 3日 沖 縄の旅ノ」 を開催し

ました。わくわくで沖縄に行つたのは3回 目ですが、今回はダイビング、シュノーケル遊びを主要目的として
の沖縄行きは昨年に続いて2回 目でした。丁度沖縄に台風が接近中でしたので少しハラハラしましたが、幸い

当日は飛行機が若干遅れた程度で、スケジュール進行上、差し障りもなく快適に旅行できました。参加人数は

お子様を含めて 14名。そしてお馴染みの添乗員の海鴎 トラベル行澤さんとともに伊丹空港を出発しました。
<3日 間の旅行ヨース>

9月 27日   11:50伊 丹空港→14:00那覇空港 →  観 光 (嘉手納基地 ・、北谷町)→  ホ テル

9月 28日   ダ イビング・シュノーケリングヨース & 観 光コース (沖縄美 (ちゅ)ら 海水族館)
9月 29日  午 前中フジー →  14:05那 覇空港 → 16:00伊丹空港

那覇空港到着後、タクシーで嘉手納基地を一望で

きる場所へ移動し、基地の全貌を見ることができま

した。とてつもなく広くて、沖縄はやっぱリアメリ

カ軍が基地として一番ど真ん中をおおっぴらに使

つているんだなぁと痛感 しました。何しろ車で移動

する間も風景そのものがずっと基地が続くのです

から。ただ、土曜日なので軍用機の雄着陸を見る事

が出来なかったのが、私としては少 し残念でした。

基地のすぐ近くに北谷町美浜(ちゃたんちょうみ

はま)という所がありました。アメリカから返還さ

れ、その跡地に商業施設が作られ、商業と住宅の複

合地域だそうです。基地が近くなので、当然米軍人

もたびたび遊びに来るとか。沖縄はやはり基地の町

なんだなあ、とまたまた痛感。そこで各々散策 し買

い物 した後ホテルヘ。

半11野雀鞘軒1襲r鞍出身

るつきり別物、透明度抜群 ! サ ンゴがとてもきれい

で、手で触る事もできるのです。それに泳いでいる魚

達もリラックスモード、何と !手で触ることができる

のです。地上にいる時と違いダイビングをしている時

は、体が自由に動き、とっても快適でした。いつも思

うことですが、ダイビングをした後ほとても体調がよ

くなるのです。これって何効果つて言うのかなぁ。

今回も船でポイントまで行きましたが、車いすでの

船への乗降はリフトでオッケーでした。

今回ダイビングが初めての方にとっては、耳に水が

入るということが少し不慣れだったようで、すぐに海

から上がってこられましたが、もう一回チャレンジを

勧めたところ、勇気を出して再度潜られました。そし

て上がってこられた時、その方が言われたのですが(

「海の中に潜つて、初めて水中から見た景色はとても

素晴らしかった。」と。

ダイどンダ等:二参加されない方,ま、鵡淋禅をヽ田

『沖縄支fあⅢ,ら擁六族対理に見学に,すかれ,ました、

2日 目は、今回のメインイベントのダイビング・シ

ュノーケリング。台風の影響のためで当初予定してい

たスポット(慶良問)を変更し、波が比較的おだやかな

所 (恩納村沖)へ 行きました。ここも沖縄ダイビング

スポットとしては、1,2を 争う名スポットだそぅで

す。海の中はやっぱり別世界。大阪の汚―い海とはま

車申,|お韓努器幸
3日 目の最終日午前中、参加者全員でみやげもの探

索に集中しました。沖縄を訪れる観光客の大半はこの

国際通りを訪れるそうで、その全長は 1.6キ ロもあ

るとのことです。ここで思い出の品を皆それぞれがゲ

ットしました。参加者の皆さんお疲れ様でした。
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